



























































































ｿIshizu H：Studies on sex identification of human blood and blood stains｡ 
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に，Witt & Erickson の発表した 
PCR 法によるＹおよびＸ染色体特
異 DNA 配列に基づく性別判定法を
追試し，刑事鑑定資料からの性別判
定に応用可能となるように原法を改
良し，簡単で高感度のものとした．
平成２年４月岡山大学教授に転じた
後も PCR による性別判定の研究を
続けると共に，DNA 多型による個
人識別の研究を発展させた．手法は
時代により異なるものの，氏はそれ
まで裁判上の鑑定では不問に付され
ていた血痕等からの性別判定の道を
開いたといえる．
　昭和48年12月「Ｙ染色体による人
毛の性別判定」の研究論文により岡
山大学から結城賞受賞，昭和49年12
月計画研究テーマ「Ｙ染色体を応用
した法医学上の新性別判定法の開
発」により三越若手医学賞受賞，平
成18年２月に平成17年度岡山県文化
賞（学術部門）を受賞している．氏
は法医実務家としても犯罪捜査や犯
人検挙に，さらに地域社会の治安維
持に多大の貢献をしてきた．その功
労に対し，平成10年２月法務大臣よ
り感謝状，平成18年２月警察庁長官
表彰（警察協力章），平成18年３月海
上保安庁長官感謝状を受けている．
また大学内では各種倫理委員会委員
長を歴任し，生命科学や保健医療科
学の進歩と人間の尊厳の調和にも尽
力するなど，研究者，教育者，実務
家として，犯罪学の充実発展に寄与
した功績は誠に顕著である．
　日本犯罪学会は，医学界でも法医
学と精神医学の専攻者以外には余り
知られていない地味な学会です．年
一回の総会（学術大会）がほとんど
東京ないし関東圏で行われてきたの
で地方ではなじみが薄い点もあるよ
うに思います．しかし，学会の各会
員は平和な国民生活を脅かす犯罪の
絶滅を期し，広く専門科学者や実務
家が知恵を出し合い，情報を交換し，
安全で安心な日本社会の構築のため
に努力しています．受賞を機に併せ
て日本犯罪学会の紹介をさせていた
だきました．
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